
7月16日号 2009 No.110
■人口人口と世帯世帯（7月1日現在現在） 
　人口　人口 211,531人（男105,721人・女105,810人） 
　世帯数　世帯数 79,557戸 

７月４・５日、本市と長岡市本市と長岡市（寺泊地区）（寺泊地区）の子どもたちの子どもたち53人
が参加が参加し、「都市地方連携推進事業」「都市地方連携推進事業」が行われました。ジャガ
イモ堀り・田植えなどの農業体験や紙ブーメラン教室・キャ
ンプファイアーなどを通して仲間をつくり、交流の輪を広げて
いました。 
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編 

集 

記 

後 

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ

ろ
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
か

は
当
た
る
と
夢
見
て
、
毎
回
毎
回
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
と
年
末
ジ
ャ
ン

ボ
だ
け
は
、
欠
か
さ
ず
購
入
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
問
題
な
の
は
、
バ
ラ
番

を
買
う
か
、
連
番
を
買
う
か
…
。

バ
ラ
番
で
一
枚
一
枚
楽
し
む
の
か
、

連
番
で
一
気
に
判
別
す
る
の
か
…
。

以
前
は
、
バ
ラ
番
を
買
っ
た
時
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
す
っ
か

り
連
番
派
に
。
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら

派
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　（
わ
）
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朗読大会や部の活動での 
　　　　　　　経験を糧に 

県立伊勢崎高等学校　3年　　松井 絢菜 さん 

かて 

文
化
祭
は
入
学
後
す
ぐ
の
７
月
、

時
間
も
経
験
も
な
く
、
手
探
り
で

の
編
集
を
経
て
、
よ
う
や
く
部
誌

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
編
集
に
か

か
っ
た
お
金
は
、
み
ん
な
で
出
し

合
っ
て
ま
か
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
全
部
自

分
た
ち
の
手
作
り
で
す
か
ら
」

そ
の
か
い
あ
っ
て
昨
年
、
同
好

会
は
、
文
芸
部
に
昇
格
。
今
年
は

１
年
生
が
６
人
入
部
し
ま
し
た
。

「
朗
読
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
や
、

文
芸
部
と
し
て
の
活
動
は
と
て
も

い
い
経
験
で
、
大
事
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

松
井
さ
ん
た
ち
が
開
い
た
伊
高

文
芸
部
の
歴
史
は
、
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

今
年
３
月
、
絣
の
郷
で
開
催
さ

れ
た
い
せ
さ
き
読
書
ま
つ
り
で
、

素
晴
ら
し
い
朗
読
を
披
露
し
た
松

井
絢
菜
さ
ん
。
昨
年
12
月
の
県
子

ど
も
朗
読
大
会
に
も
参
加
し
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

朗
読
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
昨

年
学
校
で
開
催
し
た
朗
読
会
。
図

書
室
が
満
員
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。
手
応
え
を
感
じ
た
松
井

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
朗
読
者
の

皆
さ
ん
は
、
朗
読
大
会
の
予
選
に

出
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

「
朗
読
会
が
初
め
て
の
朗
読
で
し

た
。
大
会
も
あ
ま
り
練
習
が
で
き

な
い
ま
ま
迎
え
た
の
で
す
が
、
運

よ
く
賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
。
好

き
な
本
の
好
き
な
場
面
だ
っ
た
の

で
、
感
情
が
う
ま
く
込
め
ら
れ
た

か
な
と
思
い
ま
す
」

松
井
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
、
本
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
、

自
然
と
本
が
好
き
に
な
り
、
高
校

に
入
学
し
た
ら
文
芸
部
に
入
部
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
入
学
当
時
、
文
芸
部
は
長
い

間
休
部
中
で
し
た
。
そ
こ
で
、
仲

間
と
と
も
に
、
文
芸
の
同
好
会
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
活
動
し
だ
い
で
部
に
昇
格
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
文

化
祭
に
向
け
て
部
誌
の
作
成
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
」

プロフィル

まつい・あやな
最近読んでいるのは、上橋
菜穂子さんの作品。自分の
作品はファンタジー小説が
多いという彼女。文芸部に
所属しているが得意な教科
は数学で、理系科目が好き。
将来は大学で社会環境デザ
イン工学の研究をしたいと
考えている。

8/1 蘆 2 蘆 3
8/1 蘆 2 蘆 3 蘆 4
8/6 蘆 7 蘆 8 蘆 9 蘆 10

8/13 蘆 14 蘆 15 蘆 16 蘆 17

◆第31回東京スポーツ杯争奪戦  

◆【場外発売】浜松市営第4回2節（浜松） 

◆ジャパンビバレッジ杯ＧⅠ第16回ムーンライトチャンピオンカップ争奪戦 

◆第33回群馬テレビ杯争奪戦  

 

売上金は機械工業の振興・社会福祉の 
増進などに広く役立てられています 
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北
地
区
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
で
は
、
所
属
し
て
い
る
団
体
が
毎
日

３
交
代
で
、
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
駐

在
と
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
安
心

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
車
（
青
パ
ト
）
で
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
青
パ
ト
の

立
ち
寄
り
所
と
し
て
使
う
だ
け
で
は
も

っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
、
見
守
り
部
隊

と
し
て
２
、
３
人
駐
在
さ
せ
て
、
地
域

の
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
も
防
犯

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
人
が
居
る
こ
と
が
、

地
域
の
人
の
安
心
に
つ
な
が
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。

こ
の
活
動
に
は
、
区
長
会
・
防
犯
協

会
・
青
少
年
育
成
推
進
員
会
な
ど
、
各

種
25
以
上
の
団
体
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
活
動
す
る
と
、
地

域
の
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
犯
協
会

な
ら
犯
罪
者
か
ら
の
視
点
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ら
保
護
者
や
子
ど
も
の
視
点
、
環
境
指

導
員
会
な
ら
地
域
環
境
の
視
点
と
い
っ

た
具
合
で
す
。

各
団
体
が
見
つ
け
た
課
題
を
、
防
犯

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
め
る
こ
と
で
、
地

域
の
情
報
が
共
有
で
き
る
の
で
、
解
決

に
向
け
て
素
早
く
動
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
活
動
で
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
協
力
で

き
る
人
は
、
北
地
区
の
各
区
長
ま
で
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

本
市
で
は
、
市
民
が
安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市
内
４

か
所
に
「
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

●
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
北
公
民
館
前
（
平

和
町
・
平
和
町
交
番
跡
）

●
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
赤
堀
公
民
館
分
館

（
西
久
保
町
二
丁
目
・
赤
堀
公
民
館
分
館

内
）

●
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
マ
ー
ク
（
西
小

保
方
町
・
ス
マ
ー
ク
伊
勢
崎
内
）

●
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
剛
志
駅
前
（
境
保

泉
・
剛
志
駅
前
）

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
地
区
の
安

心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
を
中
心
と
し

た
防
犯
活
動
団
体
な
ど
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
集
合
場
所
や
立
ち
寄
り
場
所
と
し
て
利

用
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
見
守
り
活

動
、
防
犯
に
関
す
る
広
報
・
啓
発
活
動
、

防
犯
情
報
の
収
集
・
提
供
活
動
の
場
所
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

犯
罪
が
起
き
に
く
い
地
域
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
防
犯
活

動
団
体
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
防
犯
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
防
犯
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
の
防
犯
態
勢
を
さ

ら
に
強
め
て
い
き
ま
す
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

安
心
安
全
課
（
内
線
５
３

２
８
）

市民防犯活動の拠点　防犯ステーション

地域の防犯活動に大きな期待
地域の安全を守るためには、警察だけでなく、防犯パトロー

ルなど、地域の皆さんの防犯活動が大変重要です。その活動
の拠点となる防犯ステーションができたことで、地域の防犯
意識がさらに高まるだろうと期待しています。

情報交換の場に
防犯ステーションは、地域の皆さ

んにとって立ち寄りやすい、交流の
場となるのではないでしょうか。警
察としては、パトロールの途中で立

ち寄り、防犯情報を提供したり、
地域の情報を聞かせてもらった
りして、地域の皆さんと連携し
ていきたいと考えています。

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

協
働
に
よ
る
防
犯
ま
ち
づ
く
り

防犯ステーション北公民館前

笊防犯ステーション赤堀公民
館分館、笆防犯ステーション
スマーク、笳防犯ステーショ
ン剛志駅前

伊勢崎警察署　生活安全課

課長　須藤 稔さん

青
パ
ト
部
隊
・
見
守
り
部
隊

地
域
の
課
題
を
共
有

活
動
を
さ
ら
に
大
き
く

笊 笆

笳

北
地
区
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

会
長
　
小
林
信の

ぶ

吉き
ち

さ
ん
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情
報
公
開
制
度
は
、
市
の
機
関
が
持
っ

て
い
る
情
報
を
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
よ

っ
て
公
開
し
、
市
政
へ
の
理
解
と
信
頼
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

本
市
で
は
、
広
報
い
せ
さ
き
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
市

政
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情

報
公
開
の
相
談
や
受
け
付
け
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
請
求
し
な
く
て
も
公
開

で
き
る
情
報
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

平
成
20
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
運
用

状
況
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
の
機
関
が

持
っ
て
い
る
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱

う
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
己
情
報
（
自
分
の
個
人
情
報
）
の

開
示
や
訂
正
、
利
用
停
止
を
請
求
す
る
権

利
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
権
利
や

利
益
を
守
る
制
度
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

平
成
20
年
度
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
市
政
情
報
の

提
供
や
情
報
公
開
を
円
滑
に
行
う
た

め
に
は
、
請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る

文
書
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

本
市
は
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
と
い
う
文
書
の
管
理
方
法
を
取
り

入
れ
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報

保
護
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

5

個
人
情
報
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
誤
っ
て
取
り
扱
わ
れ
た
個
人

情
報
が
漏
え
い
や
流
出
な
ど
し
た
場
合
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被
害
を
受
け
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

実
際
に
個
人
情
報
が
悪
用
さ
れ
、
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
に
つ
な
が
っ
た
場

合
も
あ
る
た
め
、
私
た
ち
は
個
人
情
報
を

利
用
・
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
、「
個
人

情
報
が
悪
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
不
安
を
抱
い
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
不
安
の
現
わ
れ
と
し
て
、

最
近
、
必
要
と
さ
れ
る
個
人
情
報
が
提
供

さ
れ
な
か
っ
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識

の
高
ま
り
を
背
景
に
各
種
名
簿
の
作
成
が

中
止
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
保

護
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
過
剰
と
も
い
え

る
反
応
も
一
部
に
見
ら
れ
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
は
、
私
た
ち
が
高
度

情
報
通
信
社
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
安
心
し
て

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
個
人
情
報
の
有
用
性

に
配
慮
し
な
が
ら
、
個
人
の
権
利
や
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
を
悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
「
保
護
」

す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
し
か
し
、
個
人

情
報
は
、
個
人
や
社
会
に
利
益
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
効
に
「
利

用
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
保
護
制
度
を
正
し
く
理
解
し
、

す
べ
て
の
人
が
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

公正で開かれた市政を目指して

あなたの個人情報、
「過保護」になってはいませんか
個人情報であれば、何でも保護しなけれ

ば…と考えるのは、誤解です。

個人情報保護法は、個人の権利や利益の
保護と個人情報の有用性のバランスを図る
ものです。また、事業者が個人情報を扱う
際のルールを決めています。
法に定められた以上に個人情報の提供を

控えてしまう、いわゆる「過剰反応」が一
部に見られますが、法を正しく理解し、個
人情報を適切に管理しつつ、上手に活用す
ることが大切です。

事業者の皆さんへ
個人情報保護法は、次のような場合には、

本人の同意なしに、個人情報を第三者に提
供することを認めています。
●警察や検察などから、刑事訴訟法に基づ
く捜査関係事項照会があった場合
●虐待を受けたと思われる児童を発見した
人が福祉事務所や児童相談所に連絡する場
合
●大規模災害や事故などで、多数の患者が
病院に搬送されている場合に、家族や報道
機関などから意識不明の患者の存否を問わ
れた場合
そのほかにも、各種事業を所管する省庁

において分野ごとのガイドラインを策定
し、個人情報の適切な取り扱いのための指
針を示しています。詳しくは、内閣府のホー
ムページ（http://www5.cao.go.jp/
seikatsu/kojin/）に掲載されています。

市民の皆さんへ
市民の皆さんは、事業者のように個人情

報を取り扱う上での法の義務や制限は負い
ません。しかし、個人情報保護の重要性を
十分に理解し、自分の個人情報の適正な管
理に努めるとともに、他人のプライバシー
を侵害することのないよう努めてくださ
い。

市民情報コーナー
市役所にある市民情報コーナー

は、請求の相談や受付を行う情報
公開制度と個人情報保護制度の総
合案内窓口です。平成20年度の
利用状況は、情報提供件数
1,254件、利用者数925人でし
た。各種行政資料を備え付けてお
り、誰でも自由に閲覧できます。
インターネットの閲覧もできます
ので、気軽にご利用ください。

本
市
で
は
、
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
、
行
政
情
報
の
公
開
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
個
人
情
報
な
ど
を
厳
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
一
層
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政

運
営
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
課
（
内
線
5
3
1
4
）

表2　個人情報保護制度の運用状況（開示請求などの件数） 

区分 

決定件数 

請求 
件数 
 

46件 

0件 

0件 

46件 

52件 

0件 

0件 

52件 

50件 

0件 

0件 

50件 

2件 

0件 

0件 

2件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

処理 
件数 
 

全部 
開示 
 

部分 
開示 
 

非開示 その他 

開示請求 

訂正請求 

利用停止請求 

合計 

表1　情報公開制度の運用状況（公開請求などの件数） 

区分 

決定件数 

請求 
件数 
 

18件 

21件 
 

39件 

188件 

1,151件 
 

1,339件 

123件 

1,115件 
 

1,238件 

46件 

20件 
 

66件 

14件 

15件 
 

29件 

5件 

1件 
 

6件 

処理 
件数 
 

全部 
公開 
 

部分 
公開 
 

非公開 その他 

公開請求 

合計 

任意的公
開の申出 

※処理件数とは、開示請求などのあった自己情報1件につき、年度内に
決定をした件数です 

※処理件数とは、公開請求や任意的公開の申出のあった情報1件につき、
年度内に決定をした件数です 

本市が保有する個人情報の取扱い 

●利用目的を明確にしま
す 
●必要最小限の収集にと
どめます 

●個人情報の安全性を
確保します 

●原則として、収集にあ
たって明確にした利用
目的の範囲内で利用・
提供します 

　本市では、市民の皆さんが、高度情報通信社会で便利になったサービスを安心して
受けられるよう、個人情報保護条例に定めるルールの下、個人情報の適正な収集、管
理、利用・提供に努めています。 

※本市における個人情報保護制度の概要は、市ホームページにも掲載されています 

▲ 市民情報コーナー



　もうすぐ祭りの季節がやってきます。本年も各地区で、特色ある4つの祭りが繰り
広げられます。みこしや山車の競演、ダンピアいせさきなどイベントが盛りだくさん
です。真夏の暑さよりも熱い、伊勢崎の夏まつりをお楽しみください。 
　※どのまつりも小雨決行ですが、天候により内容が変わる場合があります 

ダンピアいせさき 

山車・屋台 

八木節八木節 八木節 

曲沢ヨサコイ 

民踊流し民踊流し 民踊流し 

山車・屋台山車・屋台 山車・屋台 いせさき百人みこしいせさき百人みこし いせさき百人みこし 

期日　8月16日（日） 
時間　午後3時30分～9時 
会場　赤堀コミュニティひろば 

期日　8月1日（土） 
時間　午後2時30分～8時45分 
会場　あずま総合運動公園 

期日　8月1日（土）・2日（日） 
　※2日は各町内で開催します 
時間　午後2時～10時 
会場　駅通り・国道354号 
内容　みこしパレード・ふるさとまつりパレード、山車・
屋台巡行、舞踊パレード、獅子舞演舞、和太鼓演奏、
ダンピアいせさき、おまつり広場など 
問い合わせ 
　境経済振興室（境支所内、蕁74－1111） 

内容　保育園・幼稚園みこし、子どもみこし、大人みこ
し、山車まつり、総踊り、和太鼓演奏、曲沢ヨサコイ、
ダンピアいせさきなど　　 
問い合わせ　赤堀公民館（蕁62－1153） 

内容　八木節、民踊、和太鼓演奏、赤城神社獅子舞、フ
ラダンス、ダンピアいせさき、チアダンス、バトント
ワリング、超速戦士G－FIVEショー、ウルトラクイ
ズ（高校生以下対象）、ゲームコーナーなど 
問い合わせ 
　あずま経済振興室（あずま支所内、蕁62－1311） 

期日　8月8日（土）・9日（日） 
時間　午後1時～10時 
会場　本町通り・南銀座通り・中央銀座通 
　り・大手町通り・西町通り 
内容　オープニングパレード、みこしコンクール、いせ
さき市民百人みこし、山車・屋台、大綱引き、民踊流
し、ダンピアいせさき、郷土芸能発表、大抽選会、お
まつり広場など 
問い合わせ　文化観光課（内線3404） 

だ し 

67
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誰
で
も
長
所
や
短
所
が
あ
り
ま

す
。
お
互
い
を
知
り
、
認
め
合
う

こ
と
が
男
女
共
同
参
画
を
前
向
き

に
考
え
る
一
歩
と
な
り
ま
す
。
皆

男
女
共
同
参
画
講
演
会

さ
ん
も
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

８
月
29
日
（
土
）

時
間

午
後
２
時
開
演

会
場

文
化
会
館

定
員

５
０
０
人

※
８
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
５
０

０
人
分
の
入
場
整
理
券
を
次
の
窓

口
で
配
布
し
ま
す

配
布
窓
口

人
権
課
、
各
支
所
庶

務
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
子
・
あ
ず
ま
、
文
化
会
館
、
市

民
プ
ラ
ザ
、
赤
堀
図
書
館
、
境
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題

ダ
ニ
エ
ル
の
す
ご
く
あ
た

り
ま
え
の
男
女
共
同
参
画

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す

講
師

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん

（
タ
レ
ン
ト
）

参
加
料

無
料

※
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
託
児

が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
（
先
着

10
人
）。希
望
者
は
８
月
20
日（
木
）

ま
で
に
人
権
課
へ

問
い
合
わ
せ

人
権
課
（
内
線
２

４
０
５
）

▲ ダニエル・カールさん

就
職
を
目
指
す
母
子
家
庭
の
お

母
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
の
事
業

で
す
。
今
回
、
支
給
期
間
・
支
給

額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

■
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業

看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
育
士

介
護
福
祉
士
な
ど
就
職
に
役
立
つ

資
格
取
得
を
目
指
し
、
養
成
機
関

で
２
年
以
上
修
業
す
る
人
に
訓
練

促
進
費
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。
申

請
前
に
必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
人 母

子
家
庭
自
立
支
援
事
業

●
市
内
に
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

●
児
童
扶
養
手
当
受
給
ま
た
は
同

様
の
所
得
水
準
の
人

●
養
成
機
関
で
２
年
以
上
修
業
し
、

対
象
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人

●
就
業
ま
た
は
育
児
と
養
成
機
関

で
の
修
業
の
両
立
が
困
難
な
人

●
以
前
に
こ
の
事
業
の
支
給
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
人

支
給
期
間

修
業
し
て
い
る
期
間

支
給
額

下
表
の
と
お
り
で
す

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
（
内

線
５
２
３
３
）

支給額 

訓練促進費 
（月額） 

 

入学支援 
修了一時金 

 

市民税 
非課税世帯 

市民税 
課税世帯 

平成19年度以前に入学した人 

平成20年度以降に 
入学した人 

14万1000円 

14万1000円 

7万 500円 

 

5万円 

2万5000円 

水
道
局
で
は
、
給
水
装
置
の
安

全
管
理
と
水
の
有
効
利
用
を
図
る

資
料
を
更
新
す
る
た
め
、
宅
地
内

の
水
道
メ
ー
タ
ー
類
や
道
路
上
の

止
水
栓
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
員
は
身
分
証
明
書
・
腕
章

な
ど
を
携
帯
・
着
用
し
、
あ
ら
か

じ
め
了
解
を
得
て
立
ち
入
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
伴
う
営
業

活
動
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間

平
成
22
年
３
月
15
日（
月
）

ま
で 水

道
メ
ー
タ
ー
・
止
水
栓
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

対
象

給
水
区
域
全
域

問
い
合
わ
せ

給
水
課
（
蕁
（30）
１

２
３
０
）

情報ワイド 伊勢崎市役所　蕁0270－24－5111

▲ 水道メーター

8月1日（土）

8月2日（日）

8月8日（土）

8月9日（日）

矢内設備工業

高岸設備工業

三和水工

須田設備工業

蕁32－6053

蕁25－7278

蕁32－0575

蕁62－2349

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場

（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店

へ連絡してください。

http://www.library.isesaki.gunma.jp

■夏休みは図書館で
調べ学習をしよう
調べ学習講座や自

由研究の相談などを
行います。調べ学習
アドバイザーがいま
すので、分からない
ことがあったら何で
も聞いてください。
期日 8月6日（木）・7日（金）
時間 午前10時～午後3時

■夏休み特別アニメシアター
期日 8月6日・13日・20日の
木曜日
時間 午後1時30分開始

■名作映画劇場「スーパーマン2」
期日 8月12日（水）
時間 午後1時30分開始

■名作シアター
「ライラの冒険　黄金の羅針盤」
期日 8月23日（日）
時間 午後1時30分開始

休 館 日  水曜日、8月27日（木） 
蕁23－2346伊勢崎市図書館 

おすすめ新着図書情報 

●大人の本
「なぜ賢い人も流行にはまるのか」

ジョエル・ベスト/著
「がんばらない健康法」

鎌田実/著
●子どもの本
「うわさのがっこう」

きたやまようこ/作
「オチケン、ピンチ！！」

大倉崇裕/作

■夏休み昆虫観察会
期日 8月11日（火）
時間 午前9時集合・出発
定員 30人（先着順）
※小学3年生以下は保護者同伴
で参加してください
参加料 200円
申し込み 7月14日（火）から
28日（火）までに境図書館へ

■図書館所蔵掛軸に見る日本の戦
争展
期間 8月15日（土）から30日
（日）まで
時間 午前9時～午後5時
※15日の午前10時と午後2時
に説明会を行います
会場 絹の館（境図書館隣）

■こども映画会「ホートン」
期日 8月22日
（土）

時間 午後2時開
始

休 館 日  月曜日、8月28日（金） 
蕁74－0209境図書館 

休 館 日  第2・4火曜日 
蕁32－9488市民プラザ図書室 

休 館 日  月曜日、8月28日（金） 
蕁62－9988あずま図書館 

体験学習名 期日・時間 内　　　　容 定員 対　象 申し込み 

7月25日（土） 
午前9時30分 
から 

今月の休館日…火曜日と22日（水）　8月の休館日…火曜日 

参加料 

100円 

100円 

無料 

●各体験学習とも小学3年生以下は保護者の付き添いが必要です。参加料はお釣りがないように用意してください 

8月1日（土） 
午後1時30分 15人 カブトムシとクワ 

ガタを観察しよう 4歳から中学生 
カブトムシやクワガタの飼育方法を学び、
実際に自分で育てます 

8月2日（日） 
午後1時30分 

楽しく描こう 
絵手紙 小・中学生 

花や葉をよく見ながら絵を描き、気持ち
を込めた文章を添えて絵手紙にします 

8月8日（土） 
午後1時30分 20人 マジック・ 

スライム作り 4歳から中学生 
日光に当たると色の変わるマジック・ス
ライムを作って遊びます 

8月9日（日） 
午後1時30分 

押し花で 
しおり作り 4歳から中学生 

公園内や身近にある草花で押し花を作り、
ラミネートを使ってしおりを作ります 

8月15日（土） 
午後1時30分 12人 池の中の 

小さな生き物探し 小・中学生 
トンボ池にすむ昆虫や水を採集し、顕微
鏡で観察します 

8月16日（日） 
午後１時30分 15人 芝ぼうず作り 4歳から中学生 

芝の種とおがくずなどを使って、芝ぼう
ずを作って育てます 

8月23日（日） 
午後１時30分 10組 親子で 

ガリガリとんぼ作り 
4歳から中学生ま 
でとその保護者 

ガリガリこすると羽根が回る、昔ながら
の遊び道具を親子で作って遊びます 

8月30日（日） 
午後1時30分 20人 UVビーズの 

アクセサリー作り 
5歳から中学生ま 
でとその保護者 

日光に当たると色の変わるビーズを使い、
ストラップやブレスレットを作ります 

日時 7月24日（金） 午後3時開始
会場 市役所東館5階中会議室
定員 7人（先着順）
申し込み 当日の午後2時40分から2時55分までに直接会
場へ
問い合わせ 教育委員会総務課（内線2437）

教育委員会7月定例会 
傍 聴 し ま し ょ う  

■「子馬の会」の皆さんによる読み
聞かせ
期日 8月8日（土）
時間 午後2時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■読み聞かせ「こわーい話の日」
期日 8月17日（月）
時間 午後5時～6時30分
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■図書館を使った「調べる」学習
賞コンクール入賞作品の展示
期間 8月1日（土）から21日（金）まで

休 館 日  第1・3火曜日、8月28日（金） 
蕁63－1200赤堀図書館 



７月３日、大門胤山さんを
奏者に招き、「尺八の世界」
が伊勢崎市図書館で開催さ
れました。大門さんは、尺
八の基礎知識を合間に交え
ながら、見事な演奏を次々
と披露。来場者は、尺八の
魅力を存分に堪能しました。 

心
に
染
み
る
、 

　
　
尺
八
の
音
色

いん  ざん 
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蜻

大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

▲ テーマに沿っての意見交換

▲ ミスひまわり2009に選ばれた3人

６月20日、「ミスひまわり2009コンテ
スト」が文化会館で開催され、第24代
のミスひまわりに、中川宏美さん（写
真左）・大石ひとみさん（写真中央）・猪
熊かおりさん（写真右）の３人が選ば
れました。これから１年間、観光大使と
して、さまざまなイベントに参加します。 

ミスひまわり2009が決定 

開
国
博
で
 

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

６月８日から14日まで、本市は、
横浜市で開催されている開国博
Ｙ150に出展しました。「横浜に
つながる絹の道展」では、伊勢崎
絣の着物を展示。都市交流広場
では、本市の名産品の販売や観光
情報の提供などを行いました。 

６月21日、絣の郷で「外国
人共生会議」が行われま
した。17人の委員は、外国
籍市民と一般市民との交
流の場を作ることなどに
ついて、活発に意見を交換。
今後、多文化共生のまち
づくりを目指し、積極的
な活動が期待されます。 

さまざまな文化が 
ふれあうまちづくり 

６月20日、「児童館まつり」
が赤堀児童館で開催さ
れました。子どもたちは、
「やまんばとこぞうさん」
の劇を鑑賞した後、輪投
げ・的当て・工作など、さ
まざまな催しに大はし
ゃぎ。楽しい時間はあっ
という間に過ぎました。 

児童館まつりで 
　　　大はしゃぎ 

蜻

伊
勢
崎
オ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
（
左
）
と

ザ
ス
パ
サ
ポ
ー
タ
ー

７月４日、ザスパ草津が徳島ヴォルティス
戦に本市の市民を招待した「サンクス伊
勢崎デー」が、正田醤油スタジアム群馬（前
橋市）で開催されました。試合前には、伊
勢崎オートレースや伊勢崎もんじゃのPR
ブースが設置され、応援に駆けつけた大
勢の皆さんに、本市の紹介が行われました。 

ザスパ草津 
サンクス伊勢崎デー開催 

▲ 尺八を演奏する大門胤山さん

豪
雨
・
台
風
な
ど
に
 

　
備
え
水
防
訓
練
 

７月４日、水防訓練が波志江沼
環境ふれあい公園で行われまし
た。参加した消防団員や消防署
員、県防災航空隊員、市職員
らは、集中豪雨や台風の上陸
などによる水害を想定した、本
番さながらの訓練に、真剣な
表情で取り組んでいました。 

蜷

水
防
工
法
に
取
り
組
む
消
防
団
員

中
学
生
の
思
い
が
 

　
　
会
場
に
響
く
 

７月４日、「少年の主張」市大会が赤堀芸
術文化プラザで開催。初参加の四ツ葉学
園中等教育学校と各中学校の代表12人が
発表し、井上愛理さん（四ツ葉学園中等
教育学校1年）・中村葉月さん（第一中学
校３年）・船戸映見さん（あずま中学校３
年）の３人が本市の代表に選ばれました。 

あい　 り 

は　 づき 

え　  み 

▲ あこがれの選手と記念撮影

▲ 迫真の演技に子どもたちも夢中

▲ 井上愛理さん

▲ 中村葉月さん

▲ 船戸映見さん



●伊勢崎市役所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁24－5111 

●赤堀支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁62－1151 

●あずま支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁62－1311 

●境支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁74－1111 

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分 

●火災情報案内（24時間） ・・・・蕁0180－99－2999

ISESAKI  INFORMATION

掲示板 あずあずまウォーターランド あずまウォーターランド 
蕁62－9966

●
８
月
20
日
（
木
）
＝
伊
勢
崎
保

健
福
祉
事
務
所（
蕁
（25）
５
０
６
６
）

●
８
月
25
日
（
火
）
＝
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
２
時
〜
３
時

内
容

専
門
医
が
心
の
健
康
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す

申
し
込
み

各
会
場
へ

期
日

８
月
28
日
（
金
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

（
下
植
木
町
）

対
象

妊
産
婦
・
乳
幼
児
か
ら
思

春
期
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
な

ど内
容

小
児
精
神
科
医
に
よ
る
相

談
（
医
学
的
診
断
を
含
む
）
・
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど

参
加
料

無
料

申
し
込
み

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事

務
所
へ

期
日

８
月
４
日
（
火
）

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容

医
師
・
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
健
康
相
談
の
ほ
か
、
血
圧

測
定
・
血
糖
測
定
・
尿
検
査
な
ど

も
で
き
ま
す

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

カ
ラ
フ
ル
な
ス
ラ
イ
ム
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
遊
び
ま
す

講
師

清せ
い

野の

秀
夫
さ
ん

参
加
料

２
０
０
円

申
し
込
み

７
月
23
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
北
公
民
館
へ

●
初
心
者
ス
ペ
イ
ン
語
教
室

期
日

８
月
11
日
か
ら
10
月
20
日

ま
で
の
火
曜
日
（
全
10
回
）

※
９
月
22
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

三
郷
公
民
館

定
員

15
人
（
先
着
順
）

講
師

兼か
ね

久く

リ
リ
ア
さ
ん

参
加
料

１
２
０
０
円

申
し
込
み

７
月
27
日
（
月
）
か

ら
８
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
三
郷

公
民
館
へ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（74）
１
３
６
３
）

期
日
・
会
場

●
８
月
５
日
（
水
）
＝
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

＝
66
歳
以
上
の
人
・
女
子

※
年
齢
は
12
月
31
日
現
在
で
す

参
加
料

１
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み

８
月
10
日
（
月
）
か

ら
９
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
市
内
の
ゴ
ル
フ
練
習

場
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各

運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

●
朗
読
劇
あ
の
夏
の
こ
ど
も
た
ち

1
9
4
5
・
広
島
・
長
崎

終
戦
当
時
の
広
島
・
長
崎
の
紹

介
や
被
災
者
と
そ
の
家
族
に
よ
る

手
記
・
遺
稿
を
朗
読
し
ま
す
。

期
日

７
月
26
日
（
日
）

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
40
分

会
場

あ
ず
ま
図
書
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

こ
で
ま
り
の
会
の

飯
島
さ
ん
（
蕁
（62）
３
８
５
３
）

●
わ
く
わ
く
お
も
し
ろ
工
作
教
室

期
日

８
月
１
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

北
公
民
館

対
象

５
歳
か
ら
中
学
２
年
生
ま

で※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

期
日

８
月
21
日
か
ら
９
月
14
日

ま
で
の
月
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

※
中
止
の
場
合
は
９
月
18
日（
金
）

21
日
（
祝
）
に
延
期
し
ま
す

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

市
庭
球
場

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

基
本
技
術
・
試
合
な
ど

参
加
料

１
５
０
０
円

申
し
込
み

８
月
８
日
（
土
）
か

ら
16
日
（
日
）
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
市
民
体
育
館
へ

※
定
期
券
を
持
っ
て
い
る
人
の
受

け
付
け
は
、
８
月
13
日
（
木
）
か

ら
で
す

期
日

10
月
18
日
（
日
）

会
場

新
玉
村
ゴ
ル
フ
場
（
佐
波

郡
玉
村
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
人

定
員

２
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

部
門

①
一
般
の
部
＝
高
校
生
以
上
の
人

②
シ
ニ
ア
の
部
＝
51
歳
以
上
65
歳

以
下
の
人

③
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
・
女
子
の
部

昨
年
度
の
宮
郷
第
二
小
学
校
６

年
生
が
、
旧
森
村
家
住
宅
を
写
生

し
、
俳
句
を
添
え
て
作
っ
た
絵
手

紙
を
展
示
し
ま
す
。

※
こ
の
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観

光
庁
主
催
の
観
光
立
国
教
育
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た

期
日

７
月
19
日
・
８
月
２
日
・

16
日
の
日
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

旧
森
村
家
住
宅

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
ま

た
は
宮
郷
第
二
小
学
校
（
蕁
（40）
５

１
１
０
）

※
開
催
日
は
旧
森
村
家
住
宅
（
蕁

（21）
１
８
０
７
）

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
人
に
、

電
話
で
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保

険
事
務
所
の
職
員
な
ど
が
、
国
民

年
金
制
度
の
案
内
や
保
険
料
の
収

納
の
た
め
、
各
家
庭
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
や

各
家
庭
へ
の
訪
問
は
、
平
日
の
昼

間
だ
け
で
は
な
く
、
土
・
日
曜
日

や
夜
間
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ

な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
課
・
各
支
所
福
祉
課

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所
・
県
社

会
福
祉
協
議
会
・
県
介
護
高
齢
課

な
ど
で
、
試
験
案
内
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

締
切
日

７
月
31
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

県
社
会
福
祉
協
議

会
（
蕁
０
２
７
―
２
８
０
―
４
１

０
７
）
ま
た
は
県
介
護
高
齢
課
（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
２
５
６
２
）

９
月
ご
ろ
ま
で
の
晴
れ
た
日
で
、

気
温
が
高
く
風
の
弱
い
と
き
は
、

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

●
注
意
報
の
発
令
を
知
る
に
は

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
蕁
０
２
７

―
２
２
０
―
１
０
１
７
）
ま
た
は

環
境
省
大
気
汚
染
物
質
広
域
監
視

シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
そ
ら

ま
め
君
」（

h
ttp
://soram

am
e.

ta
ik
i.g
o
.jp
/

）
で
確
認
で
き
ま

す
。

●
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は

屋
内
に
入
り
、
運
動
な
ど
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。
目
や
の
ど
に
刺

激
を
感
じ
た
と
き
は
、
洗
眼
や
う

が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が

重
い
場
合
は
、
医
師
の
手
当
て
を

受
け
、
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

①
10
月
10
日
（
土
）
・
11
日
（
日
）

＝
昭
和
村
公
民
館
（
昭
和
村
）

②
10
月
24
日
（
土
）
・
25
日
（
日
）

＝
富
岡
市
勤
労
者
会
館（
富
岡
市
）

③
11
月
８
日
（
日
）
・
15
日
（
日
）

＝
玉
村
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
玉
村

町
）

④
11
月
14
日
（
土
）
・
22
日
（
日
）

＝
桐
生
市
市
民
文
化
会
館
（
桐
生

市
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

対
象

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登
録

し
て
い
る
指
導
者
と
来
年
度
新
規

登
録
を
予
定
し
て
い
る
指
導
者

定
員

各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
１
団
２
人
ま
で

・

・

ス
ポ
ー
ツ

保
健

公
民
館

お
知
ら
せ

北
公
民
館
（
蕁

（25）
4
5
4
7
）

三
郷
公
民
館
（
蕁

（23）
1
9
5
2
）

あ
ず
ま
公
民
館
（
蕁

（62）
0
1
1
5
）

13
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※
各
会
場
と
も
会
場
付
近
に
在
住

の
人
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す参
加
料

１
人
１
５
０
０
円

申
し
込
み

７
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
、
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

期
日

８
月
２
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場
①
は
、
午
前
９
時
・
11
時
・

午
後
１
時
・
３
時
の
４
回
で
、
利

用
時
間
は
各
１
時
間
45
分

会
場

①
第
二
市
民
体
育
館
・
市
庭
球
場

市
陸
上
競
技
場

②
赤
堀
体
育
館

③
あ
ず
ま
体
育
館
・
あ
ず
ま
総
合

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

④
境
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

①
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事

務
所

②
赤
堀
運
動
施
設
管
理
事
務
所
（
蕁

（62）
１
９
３
０
）

③
あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
蕁
（62）
７
２
７
１
）

④
境
運
動
施
設
管
理
事
務
所
（
蕁

（74）
１
１
１
３
）

12

旧
森
村
家
住
宅
の
絵
手
紙
展

文
化
財
保
護
課
（
蕁
（24）
０
９
６
６
）

前
橋
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１
７
０
６
）

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

環
境
保
全
課
（
蕁
（20）
３
４
５
７
）

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に

ご
注
意
を

介
護
保
険
課
（
内
線
５
２
４
４
）

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

兼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
員
講
習
会

市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７
０
１
５
）

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者

ナ
イ
タ
ー
教
室

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
蕁
（23）
７
０
１
５
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

施
設
の
無
料
開
放

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

問
い
合
わ
せ
は
各
会
場

子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

（
蕁
（25）
５
０
６
６
）

医
師
に
よ
る
健
康
相
談

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

納期限は7月31日（金）です。期限内の
納税にご協力ください。コンビニエンスストア・
市民サービスセンターあずまでも納付できます。
※納期限を過ぎると延滞金がつく場合があります
問い合わせ 納税課（内線3357）または各支所納
税推進室

固定資産税 2期

国民健康保険税 1期
全国消費実態調査にご協力を
全国消費実態調査が9月から11月まで実施さ

れます。この調査は国民生活を家計面から把握

し、各種施策に必要な基礎資料を提供する重要

なものです。

調査の対象となる世帯には、7月下旬から調

査員が伺いますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ 情報政策課（内線5411）

屋外プールオープン期間中は開館時間が

変わりますので、ご注意ください。

期間 8月31日（月）まで

※火曜日は休館です

時間 平日＝午前10時～午後9時

土・日・祝日＝午前10時～午後5時

・
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ISESAKI INFORMATION

期
日

９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
第

２
・
４
火
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員

16
人
（
先
着
順
）

講
師

井
上
早
苗
さ
ん
　

参
加
料

３
０
０
０
円

※
材
料
費
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み

８
月
２
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
境
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
へ

期
日

９
月
５
日
（
土
）
・
26
日

（
土
）（
全
２
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
以
上

定
員

20
人
（
先
着
順
）

講
師

後
藤
秋
男
さ
ん
・
四よ

つ

倉く
ら

和

幸
さ
ん

参
加
料

１
２
０
０
円

※
材
料
費
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み

８
月
２
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
境
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
へ

●
あ
ず
ま
会
場

期
日

８
月
９
日
（
日
）

会
場

あ
ず
ま
公
民
館

定
員

80
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月

27
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
あ
ず
ま
公
民
館
（
蕁

（62）
０
１
１
５
）

●
赤
堀
会
場

期
日

８
月
22
日
（
土
）

会
場

赤
堀
せ
せ
ら
ぎ
公
園

定
員

50
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月

27
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
赤
堀
支
所
庶
務
課

（
蕁
（62）
９
７
９
０
）

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行
で
す

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

参
加
料

子
ど
も
１
人
３
０
０
円

14

講
座

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
蕁
（76）
２
２
２
２
）

は
じ
め
て
の
陶
芸

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
蕁
（76）
２
２
２
２
）

市
民
活
動
課
（
蕁
（21）
６
７
１
２
）

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
学
習

親
子
木
工
教
室

青少年指導センター 
 
消費生活センター 
 
 
 
 
 
 
 
境支所会議用庁舎 
 
社会福祉課 
 
 
 

 
 
 
 
児童家庭課 
 
農業委員会事務局 
 
教育研究所 
 
ふくしプラザ 
 
ふくしプラザ 

月曜日から金曜日まで 
午後1時～5時 
月曜日から金曜日まで 
午前9時～午後4時 
  7日（金）＝市役所東館5階中会議室 
11日（火）＝あずま支所2階小・中会議室 
18日（火）＝境支所2階第2・3会議室 
25日（火）＝赤堀支所2階第2・3会議室 
午後2時～4時 
※期日の7日前から電話で申し込んでください 
12日（水） 
午前10時～午後3時 
月曜日から金曜日まで 
●市役所会場 
月曜日から金曜日まで＝家庭児童相談室（児童家庭課内） 
●児童館会場 
  5日（水）＝児童センター 
19日（水）＝境児童センター 
26日（水）＝きく児童館 
午前10時～午後1時 
月・火・木・金曜日 
午前10時30分～午後5時15分 
水曜日 
午前8時30分～午後4時 
月曜日から金曜日まで 
午前9時～午後5時 
6日・20日の木曜日 
午後1時30分～2時30分 
6日・13日・20日・27日の木曜日 
午前10時～午後3時 
 
月曜日=社会福祉会館 
火曜日=赤堀保健福祉センター 
水曜日=高齢者生きがいセンター 
金曜日=境地域福祉センター 
　※祝日・第5水曜日は除きます 
午後1時～4時 
　※受付は午後3時までです 

青少年相談 
 
消費生活相談 
 
 
 

人権法律行政相談 
 
 
 

年金相談 
 
生活保護相談 
 
 
 

児童家庭相談 
 
 
 

母子相談 
 
農地相談 
 
教育相談 
 
高齢者健康相談 
 
おとしより 
なんでも相談 
 
 
 
 
心配ごと相談 

※時間の表記がないものは、午前8時30分～午後5時15分 

青少年指導センター（蕁23－8080） 
 
消費生活センター（蕁20－7300） 
 
 
人権課（内線2405） 
あずま支所庶務課（蕁62－1311） 
境支所庶務課（蕁74－1111） 
赤堀支所庶務課（蕁62－1151） 
 

境支所住民課（蕁74－0237） 
 
社会福祉課（内線5229） 
 

児童家庭課（内線5234） 
児童センター（蕁23－6463） 
境児童センター（蕁70－6100） 
きく児童館（蕁61－0600） 
 
 

児童家庭課（内線5234） 
 
農業委員会事務局（内線3158） 
 
教育研究所（蕁30－1234） 
 
ふくしプラザ（蕁26－7733） 
 
ふくしプラザ（蕁26－7733） 
※電話相談は蕁26－7744 
（社会福祉会館） 
社会福祉協議会（蕁25－4546） 　 
（赤堀保健福祉センター） 
社会福祉協議会赤堀支所（蕁62－0066） 　 
（高齢者生きがいセンター） 

社会福祉協議会あずま支所（蕁20－2666） 　 

（境地域福祉センター） 

社会福祉協議会境支所（蕁74－5294） 

相　談　名 期　日　・　時　間 問　い　合　わ　せ  会　　　場 

８ 休日当番接骨院
●8月 2日（日）

●8月 9日（日）

●8月16日（日）

ひなた接骨院

手島接骨院

萩原接骨院

伊沢鍼灸接骨院

萩原接骨院

斉藤接骨院

蕁24－1709

蕁65－9230

蕁23－2825

蕁64－1908

蕁25－2512

蕁76－4743

●8月23日（日）

●8月30日（日）

原田接骨院

小暮接骨院

むつみ接骨院

内山接骨院

蕁24－6713

蕁74－7002

蕁31－3944

蕁65－2518

展示期間・部門
●10月30日（金）から11月2日（月）まで＝書
●11月6日（金）から9日（月）まで＝彫刻工芸・手芸
●11月13日（金）から16日（月）まで＝日本画・洋画
時間 午前10時～午後6時
※各部門の最終日は午後4時まで

会場 境総合文化センター
対象 市内に在住・在勤・在学または市内のサークルに所属し
ている15歳以上の人
※中学生は除きます

募集作品 下表のとおり　
※日本画・洋画・書は1人1点、彫刻工芸・手芸は1人2点ま
で
申し込み 出品申込書に必要事項を記入の上、9月30日（水）
までに文化観光課・各支所経済振興室・各公民館へ
※出品申込書は申し込み場所にあります

出品料 1点500円
※作品搬入時にお支払いください

問い合わせ 文化観光課（内線3452）

10号～30号（軸装は除きます）、版画
は6号～30号、額装（ガラスは不可・ア
クリル板は可）には、つりひもを付けて
ください 

100cm×100cmの平面上に全体
が収まるもの 

平面作品は6号～30号のもの 
立体作品は縦横100cm×100cmの
平面上に全体が収まるもの 

※ 6号＝長辺40.9cm×短辺31.8cm（Ｆ）、27.3cm（Ｐ）、24.3cm（Ｍ） 
10号＝長辺53.0cm×短辺45.5cm（Ｆ）、41.0cm（Ｐ）、33.3cm（Ｍ） 
30号＝長辺90.9cm×短辺72.7cm（Ｆ）、65.2cm（Ｐ）、60.6cm（Ｍ） 

半切縦横形式は170cm×55cm以内、
正方形式は91cm×91cm以内で、
すべて本表装にしてください。額装（ガ
ラスは不可・アクリル板は可）には、
つりひもを付けてください 

水墨画・墨彩画・極
彩画 
油彩画・水彩画・版
画・パステル画など 

陶芸・漆芸・彫刻・彫
金・彫塑・鋳金・硝子
工芸・皮革工芸・木竹
工芸・籐工芸など 

編物・刺繍・パッチワー
ク・染色・切り絵・ち
ぎり絵・押し絵・押し
花・紙工芸・レザーク
ラフト・（紙・粘土・
木目込み）人形など 

漢字・かな・墨象・
漢字かな交じり書・
刻字・篆刻 

日本画 

洋　画 

書 

手　芸 

彫刻 
工芸 

部 門 種　　　類 規　　　　　格 

てん こく 

ちょう そ 

とう 

しゅう 

がら  す 

募集作品一覧 

市 税 納 付 窓 口  
Utilizem o novo guiche de Pagamentos de lmpostos da Cidade

期日　土・日曜日 
時間　午前9時～午後3時 
　※第4日曜日は午前9時から午後3時まで、スペイン語・ 
　ポルトガル語の通訳がいます 
会場　市役所東館1階3番窓口 
内容　市県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険 
　税の納付および納付相談 
問い合わせ　納税課（内線3276） 

＾ 
＾ 

＾ 
【
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
】 

Dia　sabados e domingos 
Horario　Das 9:00～15:00 hs 
　※No 4 d゚omingo do mes, das 9:00～15:00 hs havera um  
　interprete de portugues e espanhol. 
Local　Andar terreo do predio (novo) da prefeitura central 1 andar 
　balcao 3 
Pagamento e consultas sobre　pagamentos de imposto residencial 
  (municipal e provincial) imposto de imoveis,imposto de velulos de 
　pequena porte, imposto de seguro nacional de saude. 
　　　　　　  Depto de Reconhimento de Impostos（Nozei-ka） 
 （ramal 3276） 

お詫びと訂正　広報いせさき6月１日号で、地域包括支援センターの電話番号に誤りがありました。お詫びして訂正します。正しく
は次のとおりです。 地域包括支援センター（蕁62－9900）
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